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PC-PSV

Pressure Control-Pressure Support Ventilation

最低呼吸回数を使用した自発呼吸プレッシャーサ
ポート（バックアップ回数）

プレッシャサポート

PEEP レベルでの自発呼吸の間、患者を PS でサ
ポートすることができます。プレッシャーサポー
トのレベルは吸気圧により決定されます。PEEP
レベルでの患者の吸気努力がトリガー基準を満た
すと、プレッシャーサポートによる補助が行われ
ます。 トリガーレベルを設定すると、患者の吸気
努力が同期します。プレッシャーサポートによる
吸気時間と呼吸回数は、患者の自発呼吸の状態に
より決まります。 患者の呼吸回数が設定された
バックアップ呼吸回数呼吸回数よりも少ないか、
自発呼吸がない場合は、呼吸回数呼吸回数を用い
て、時間サイクル式プレッシャーサポート呼吸が
実施されます。

すべての従圧式換気モードのように、供給される
一回換気量は圧差「吸気圧 – PEEP」、肺機能（抵
抗とコンプライアンス）、および患者の呼吸ドラ
イブにより異なります。 低圧力レベル PEEP から
高圧力レベル吸気圧までに至る圧力の上昇は、圧
立上り時間または吸気フローの設定により決まり
ます。 開始設定は、システム セットアップ > 換気
動作 初期設定 > 換気開始 設定 > 圧力 , 酸素 , I:E
ページで行えます。

プレッシャーサポートは、吸気フローが最大吸気
フローの 15 % を下回るとすぐに終了します。
259 ページの「吸気フロー終了」を参照して下さ
い。

プレッシャーサポートは、サポートの継続時間が
最大吸気時間に到達した場合でもすぐに終了しま
す。 挿管された患者の場合、小児患者カテゴリーの
最大吸気時間は 1.5 秒に制限されます。 新生児患
者カテゴリーでは、最大吸気時間は最大吸気時間
で最大 1.5 秒に設定できます。 NIV（マスク）換気
が行われている場合、小児患者カテゴリーの最大
吸気時間は最大吸気時間で設定することができま
す。

新生児患者カテゴリーでは、このモードは非侵襲
換気で使用できません。
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